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島根県の循環型林業施策
本格始動！！

「循環型林業」とは、スギやヒノキなど、成熟した人工林資源の適切な利用から、健全な森林を
再生するまでのサイクルを持続していける林業です。
島根県では、全国で初めて「主伐」の支援を開始し、「伐って、使って、植えて、育てる」循環

型林業の実現に向けて、大きな 1歩を踏み出しました。

林業課・森林整備課

柱など木材製品として利用可能な大きさに達した目的樹種を収穫する伐採で、

次世代の樹木の育成（更新）を伴うもの。
主伐とは

国産材の需要が高まる一方で、木材価格の低迷などにより、伐採が控え
られています。このため、利用期を迎えたスギやヒノキの人工林が充分に
活用されていません。
県内の豊富な木材資源を有効活用するため、「主伐」の促進に取り組みます。

【施策】循環型林業に向けた原木生産促進事業　など
※詳細は右ページへ！

伐採された木材は、製材品、合板、チップなどとして利用されます。こ
のうち、木材の経済価値を最も高めるのが製材加工です。
木材の供給者である森林所有者へ、より多くの利益を還元するため、県

内製材所の加工体制を強化します。

【施策】新農林水産振興がんばる地域応援総合事業　など
※製材加工体制の強化を支援します。

伐採後の森林は、また健全な森林に戻さなければなりません。主伐後に
必要となる、植林の経費負担を軽減することで、確実な森林再生を推進し
ます。

【施策】新植支援事業　など
※植林にかかる森林所有者の負担を軽減します。

新植後の人工林は、下刈、除伐、間伐などの育林施業が不可欠です。ま
た、県内には、利用期に届かない育成途中の人工林も多く、保育のための
切捨間伐が必要です。
再生可能な資源である木材は、このようにして生産されるのです。

【施策】伐れる山林づくり間伐促進事業　など
※切捨間伐にかかる森林所有者の負担を軽減します。
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今年度の目玉施策

施策1　循環型林業に向けた原木生産促進事業

施策2　原木搬出作業道開設事業

お問い合わせ先 担当地域

斐伊川流域林業活性化センター 松江市、安来市、雲南市
奥出雲町、飯南町、出雲市TEL 0854－42－3460

江の川下流林業活性化センター 大田市、川本町、美郷町
邑南町、浜田市、江津市TEL 0855－22－7650

高津川流域林業活性化センター
益田市、津和野町、吉賀町

TEL 0856－31－9583

隠岐流域林業活性化センター 隠岐の島町、海士町
西ノ島町、知夫村TEL 08512－2－0493

●ポ イ ン ト　　　上記支援と併せ、主伐に必要な作業道の開設を支援します。
●助 成 内 容　　　作業道開設費2,000円/mを助成
●交付対象者　　　主伐を行う素材生産業者等
●お問い合わせ先　林業課 木材振興室 TEL 0852-22-5168

●ポ イ ン ト　主伐による原木生産を支援します。
●助 成 内 容　主伐材の搬送経費について500円/㎥を助成
●対 象 樹 種　スギ・ヒノキ・マツ
●交付対象者　主伐を行う森林所有者等
●交 付 要 件　伐採後の植栽等、森林の再生計画の作成と実施が必要です。
　　　　　　　※詳しい事業内容や助成金の申請等については、
　　　　　　　　下記流域林業活性化センターまでお問い合わせください。

みーもくんみーもくん

これまでは、主
伐をしても多く
の森林所有者は
赤字でした。
この施策で、主
伐後の植林・育
林が可能になる
んだ！

支出

植林

育林

主伐

再植林
収入

助成
間伐

主伐
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森林

研究

森林

研究

森林

研究

森林

研究
の 平成24年度  中山間地

■今年度のイチオシ課題
【課題名】
きのこの品種育成と栽培技術開発

【課題概要】
県内外の自生きのこを収集し、これらの菌株から有
望な品種を選抜して、きのこの島根県オリジナル品種
を開発します。従来の育種手法に加え、突然変異株を
利用することで育種のスピードを速め、遺伝情報を明
らかにすることでオリジナル性を確保し、品種登録を
目指します。

■今年度のイチオシ課題
【課題名】
集落をサルの餌場にしない取り組みと地域一体とな
った被害対策の実証モデルの検証

【課題概要】
川本町のモデル集落において、集落周囲の森林に緩
衝帯（見通しを良くして、出没抑制を図る）を設置し、
サルの誘引物となるクズ野菜や放棄果樹などを除去す
る「環境整備」と、群れの出没時にロケット花火など
を使う徹底的な「追い払い」を行い、「集落一体となっ
たサル対策」の効果を実証することにより、本県に適
した効果的な技術手法を確立します。

資源環境グループ 鳥獣対策グループ

■その他の主な研究課題
・木質バイオマス及び家畜ふん等のエネルギー利用
・きのこの安全性確保と安全生産技術の確立
・中山間地域の売れるもの作り
・島根の中山間地域に適応した耕作放棄地対策
・山間高冷地における水稲作況試験

■その他の主な研究課題
・イノシシの保護管理と被害対策のモニタリング調査
・ ニホンジカの保護管理と被害対策のモニタリング調査
・ ツキノワグマの特定鳥獣保護管理計画の
モニタリング調査

その他
（ナラタケ、キクラゲ、フクロタケ、ポルチーニ等）

ショウロ（高級食材）
　・多収穫品種を開発

みーも博士

ヤ シ マ Ｎ Ｃ Ｓ
くん蒸ヤシマ与作シート

ケ ル ス ケ ッ ト

グリンガード・NEO
マ ッ ケ ン ジ ー

ハチノックＬ・Ｓ

自然との調和
松くい虫駆除薬剤 松くい虫予防薬剤松くい虫防除薬剤

住化グリーン株式会社  大阪営業所
〒532-0011 大阪市淀川区西中島7-1-26 オリエンタルビル5F
TEL ０６－６８８６－０２４１　FAX ０６－６８８６－０２４２

瞬間殺蜂スプレー
ヤシマスミパイン乳剤
スミパ インＭＣ
マツグリーン液剤２
モリエートマイクロカプセル

カシナガ予防薬剤

中倉集落での集落点検中倉集落での集落点検
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域研究センターが取り組む研究課題
中山間地域研究センター　農林技術部

■今年度のイチオシ課題
【課題名】
荒廃した防災林の効率的な再生手法の開発

【課題概要】
近年、松くい虫被害や気象害などを要因とした防災林

の荒廃が各地でみられます。そこで、荒廃地へ自然に侵
入してくる植生や治山施設の活用方法などを研究する
ことにより、防災林の確実で効率的かつ低コストな再生
方法を提案します。

■今年度のイチオシ課題
【課題名】
自然エネルギーを利用した木材乾燥技術の開発

【課題概要】
乾燥材の安定供給が求められているなかで、木材乾

燥機の熱源である蒸気ボイラーの稼働に主として使用
される化石燃料価格の高騰が、乾燥コストを上昇させ、
製材工場の経営を圧迫しています。そこで、太陽熱や
ヒートポンプ技術等の自然エネルギーを利用した低価
格なエコ木材乾燥機を開発し、化石燃料の消費を抑え
た乾燥材生産技術の確立を目指します。

森林保護育成グループ 木材利用グループ

■その他の主な研究課題
・森林被害のモニタリングと管理技術に関する調査

■その他の主な研究課題
・ 県産材を利用した中大スパンに対応する
梁トラスの開発

荒廃した海岸防災林
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県産木材を使用した建築物の紹介
県では、民間建築物(住宅を除く)の新築などにおいて、木造化・木質化を推進し県産木材の利用

促進を図ることを目的に、昨年度から「民間木造建築促進事業」を実施しています。
本年度は、5月25日まで募集を行っています。詳しくは、県のホームページをご覧ください。

1．建　築　主 有限会社　脇谷商店

2．建 物 名 称 OAサポートセンター

3．建 築 場 所 海士町大字福井1267番地1

4．構　造　等 木造２階建て　延べ床面積　　128㎡（在来木造　小屋組）

5．用　　　途 文房具販売、OA機器販売

6．使用木材量 20.2㎥（うち県産材19.1㎥）

7．木づかいの特徴 ・使用する構造材は、製材所（JAS)の規格に合わせて設計しています。
・ 腰壁や天井に木材を使うことで暖かく落ち着いた印象を持っていただけるよう
工夫しています。

1．建　築　主 室山農園有限会社

2．建 物 名 称 室山農園研修棟

3．建 築 場 所 雲南市木次町寺領2306－24

4．構　造　等 木造平屋建て　延床面積116㎡（在来木造軸組　和小屋組）

5．用　　　途 農業体験実習、各種研修・交流行事、健康道場

6．使用木材量 43.42㎥（うち県産材39.88㎥）

7．木づかいの特徴 ・小屋梁は末丸太の化粧材とし表しとしました。
・真壁づくりとして、できるだけ柱が見える構造としました。
・内外装とも杉板の腰壁を設け、研修室の床は杉のフローリングとした。

※室山農園㈲ …  構造改革特区における濁酒製造免許を受け濁酒を醸造販売しています。既存の施設が研修・
集会に不向きなため建築することになりました。

施主感想
このような伝統構法で建てられる
家が少なくなった。この建物を構法
のモデルとしても使いたい。

NO.27 /2012.46



vol. 22 真山・白鹿山
松江市／標高：〔真山〕256.2ｍ、〔白鹿山〕150ｍ

しん やま しら が やま

シリーズ  澡

■アテツマンサク（阿哲満作）（マンサク科）

島根県内の森林には、多くの注目すべき植物が自生しています。
このシリーズでは、このうちの樹木を中心に紹介していきます。

中国地方から四国・九州に分布する落葉小高木で、高
さ2～ 5ｍになります。葉は互生し、長さ6～14㎝、幅
4～ 8㎝で葉の形は左右非対称で基部が少しゆがんでい
ます。  牧野富太郎博士が、岡山県阿哲地方（新見市あ
たり）で採集し、「アテツマンサク」と命名されました

が、後に大井次三郎博士によってマンサクの変種（var.
bichuensis）とされました。
両種の違いは、マンサクの花の萼

がく

片
へん

は暗
あん

紫
し

色
しょく

ですが、
本種は黄色です。またマンサクの葉の両面には星状毛が
散生しており、古くなると無毛になりますが、本種は葉
の両面に星状毛が多く、脈上には特に密生するのが特徴
です。しかしながら、マンサクとの境目は連続的で、明
瞭な区分がつけにくく、専門家の間でも意見の相違があ
るようです。特に花の萼片については、暗紫色から黄色
まで変異が多く、見分けの基準にはならないようです。
名の由来は、早春、他の植物に先駆けて「まんず咲く」

ことからマンサクになったとか、枝いっぱいに花を咲か
せるので「満咲く」→「満作」となったとかいわれてい
ます。春 3月、残雪の中で咲く黄色い花は春の訪れが近
いことを感じさせてくれます。 〔津島辰雄〕 

松江城の北に位置する真山と白鹿山は、松江城を築いた堀尾吉
晴・忠氏による松江開府以前の戦国時代の古戦場です。
15世紀末から現安来市広瀬町の月

がつ

山
さん

富
と

田
だ

城
じょう

を拠点として山陰か
ら山陽の8ヵ国に勢力を拡大した尼

あま

子
ご

氏は、1562年に安芸国（現
広島県）を拠点とした新興の毛

もう

利
り

元
もと

就
なり

に侵攻されました。この時、尼
子方の出城で尼子十旗の第一と謳

うた

われ、当主尼
あま

子
ご

義
よし

久
ひさ

の義伯父、松
まつ

田
だ

誠
まさ

保
やす

が城主であった白鹿山の白鹿城は、月山富田城攻略への戦
略上の拠点であったことから、毛利方に包囲されます。毛利方は、こ
の白鹿城攻撃のため白鹿山の北にある真山に向城となる真山城を
築くなど、月山富田城との分断を図り、白鹿城は激戦の末、翌年落
城します（白鹿城の戦い）。そして、1566年には月山富田城の当主尼
子義久も降伏し、戦国大名としての尼子氏は滅亡しました。
その後、1568年に尼子氏再興を期する山

やま

中
なか

鹿
しかのすけ

介（幸盛）らに擁
立された尼

あま

子
ご

勝
かつ

久
ひさ

は、島根半島に上陸後、真山城を奪取し、月山富田城の奪還を
狙いましたが敗退、真山城は再び毛利氏の手に渡り、夢は潰

つい

えます。
真山の登山ルートは、林道真山線のソフトビジネスパーク寄り登山口からが

一般的で、尾根づたいの登山道を登っていくと、三ノ床、二ノ床、一ノ床と続く
階段状の区画があり、山頂の本丸跡まで約40分です。そこから馬蹄状の尾根を
縦走することもでき、林道真山線沿いの白鹿山西の谷登山口へと至ります。白鹿
山へは、この西の谷登山口から一ノ床の山頂まで約20分あまりです。〔登山適期：
3月～12月〕
真山と白鹿山は、いにしえの武将達の夢と攻防の跡ですが、今日では市街地近
郊の身近な山歩きの場となっています。 〔内藤暢文〕 真山山頂の尼子勝久顕彰碑

松江市法吉町から望む真山（左後方）と白鹿山
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企業が取り組む地球温暖化対策
〜島根CO2吸収認証制度による森林整備活動〜

森林整備課　森林環境保全スタッフ

島根県では、平成22年度から「島根ＣＯ2吸収認証制度」を開始し、企業などによ
る森づくりの取組を推進しています。森づくりの取組を、広く県民にお知らせする
ことで、企業などのイメージアップにもつながっています。

1．認証制度の概要等

島根ＣＯ2吸収認証制度

制度の概要

①各市町村が、地域の特徴を活かした森づくりを提案。
②企業が、地域のコンセプトに即した森林整備のための資金・労力を提供。
③ 間伐等の森林整備により森林のＣＯ2吸収量は向上し、企業活動によるＣＯ2
排出をオフセット（相殺）します。

認証 島根県
申請窓口 しまね森林活動サポートセンター（連絡先：050-3533-1695）

認証対象活動
県内の森林で行われる植栽、下刈り、除伐、間伐等の森林整備
※面積は1施行地あたり0.1ha以上

参加企業のメリット
・認証制度を活用してＣＯ2排出をオフセット（CSR活動）
・認証マークの広報誌や自社製品への使用

地域から提案された
森づくりの例

・豊かな海を育む浜田の森づくり（浜田市）
・三瓶山周辺の森林整備（大田市）
・大地が育んだジオパークの森づくり（隠岐の島町）

2．平成23年度の認証制度活用事例
①公共工事によるCO2排出をオフセットした事例　【カナツ技建工業、土江重機】
公共工事に伴い排出されるCO2の一部を、間伐の実施（資金提供）によりオフセット。

②工場からのCO2排出の一部をオフセット（相殺）した事例　【日立金属安来工場】
工業用水の水源となる森林の整備(資金提供)によりオフセット。
また、認証制度の普及啓発活動として、社員による間伐体験活動を併せて実施。

NO.27 /2012.48

間伐で光の入った森林 工事現場に設置されたCO2排出削減の看板

整備森林に設置した看板 社員の間伐体験イベント



しまねの林業女子会のヒ♥ミ♥ツ
～島根県森林組合女性ネットワークの会～

林業課森林組合・担い手育成スタッフ

●島根県森林組合女性ネットワークの会とは？●
皆さんは島根県に、森林組合の女性職員だけで組織するグループがあるのをご存知ですか？ 
昭和57年に58あった県内の森林組合は、吸収・合併により、現在13組合となっています。各組

合の担当区域が広域化する一方で、組合間の情報交換の場は少なくなってきています。
そこで、平成19年2月に女性職員有志の発案により、「島根県森林組合女性ネットワークの会」が

設立されました。様々な分野の研修会や、女性職員の情報交換と資質の向上を通して、共通課題を
解決し、森林組合職員間の連携を深めることが目的です。

●活動状況等●
島根県森林組合女性ネットワークの会

会長 佐藤博子（飯石森林組合 総務企画課長）
会員 県内13森林組合および県森林組合連合会(県森連)の女性職員

※男子禁制
最近の
研修テーマ

・森林・林業再生プラン【講師：県林業課担当者】
・資産査定及び償却・引取の事務処理【講師：県森連担当者】
・女子力アップ・話し方講座【講師：フリーアナウンサー 岡本幸子さん】
・私の挑戦 インテリアコーディネーターへの道
　【講師：アトリエＣＡＳＡ代表 片寄洋子さん（島根県森林審議会委員）】

これまでの
研修テーマ

・森林組合の定款・規約
・森林組合の決算関係書類様式等 ｝【講師：県森林組合連合会職員】
・労働時間設定改善に関する法律等
・労務管理　　　　　　　　　　　 ｝【講師：社会保険労務士】

●女子会でストレス発散も●
研修会の後は、華やかな女子会も開催され、さらなる情報交換を行うとともに、ストレス発散もし
っかり行っています。
今後も、様々な内容の研修を企画、研鑽し、女性の視点で森林組合の業務改善につなげていくこと
が期待されます。

1．林業労働者の募集 2．新規就労者及び雇用主に対する研修

3．林業就業促進資金の貸付 4．林業雇用に関する情報の提供・相談その他の援助

5．雇用改善のための啓発活動

松江市黒田町 432 番地 1(島根県土地改良会館 3F)
TEL(0852)32-0253  FAX(0852)21-4375  E-mail shimane-roukakuc@forestry-shimane.or.jp

会
長
の
佐
藤
博
子
氏

この日は、木を活用したインテリアコーディネートを推進されて
いる、 片寄さん(アトリエＣＡＳＡ)による講演が行われました。
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島根県立ふるさと森林公園
松江市宍道町佐々布

島根県県民の森
飯石郡飯南町小田

ふるさと森林公園を管理している島根県立緑化センター
では、公園内の自然を活用したイベントの一環として里
山自然塾を年間１1回開催しています。

県民の森ではトレッキング、木工教室等各種イベントを
開催しています。自然や森の大切さ、木の温かさなどを、
ご自身で感じてください。

◆5月6日㈰
里山の宝、山菜を学ぼう！
有名な山菜から身近な野草まで、食べられる野草に関して

その特徴や人との関りを学び、実際に園内で採取して、天ぷ
らで試食してみます。

◆6月17日㈰
笹と竹は友達！笹巻きと竹トンボ！
里山のやっかいもの笹と竹で楽しむために、昭和にタイム

トリップ、笹の殺菌力を活かした保存食、本格派笹まき作り
となぜかよく飛ぶ竹とんぼづくりに挑戦します。

◆7月1日㈰
ヒノキの和紙でつくる竹の飾り行灯で情緒ある日本の夏の夜を！
ヒノキの和紙をつくり、それを活用して、温かみのある行

灯（あんどん）をつくります。
間伐の大切さについても学びます。

5月～7月の講座のご案内
◆5月13日㈰
　大万木山サンカヨウ観察会〈定員20人〉

◆5月20日㈰
　竹筒で炊くたけのこご飯と春の苔玉づくり
　〈定員20人〉

◆5月27日㈰
　若葉の指谷奥縦走〈定員20人〉

◆6月10日㈰
　等検境縦走〈定員20人〉

◆7月22日㈰
　手作り黒板づくり〈定員20人〉

〈申込先〉 飯南町ふるさとの森　もりのす（旧県民の森研修館）
 TEL 0854－76－3119
 ※事前申し込みが必要です。

5月～7月のイベント情報

島根県の恵み豊かな自然、
緑豊かな森林を撮ろう！！

（森林・林業総合情報誌）

主催／「しまねの森林」発行委員会

2012

●テーマ　「しまねの森林」
森林には、木材生産、二酸化炭素の吸収、渇水や洪水の緩和、保健・
レクリエーションなどの多面的な機能があります。身近な森林や
山々、シンボル的な樹木、森と人とのふれあい、森に育まれている
野生動植物などの写真をご応募下さい。(スナップ写真大歓迎）
●応募作品
一人5点まで応募いただけます。ただし、島根県内で撮影した未発
表のものに限ります。（組写真は不可、デジタル写真は可）
●写真サイズ
2Ｌサイズから4切ワイドまでとします。台紙貼り付けは不可です。
デジタル写真の場合はＡ4サイズ、又はＡ3サイズでも可です。
●応募方法
必要事項を記入した応募用紙を作品の裏側にセロテープでとめて
ご応募下さい。
●応募締切
平成24年7月31日（火）当日消印有効
●応募・お問い合わせ先
「しまねの森林」発行委員会事務局
〒690-8501 島根県松江市殿町１番地
島根県庁林業課林政企画グループ
TEL0852-22-5163
●表彰
最優秀賞1点（賞状・賞金3万円）　　入選3点（賞状・図書カード5千円）
優秀賞　2点（賞状・賞金1万円）　　佳作5点（賞状・図書カード3千円）
※同一の応募者の方の重複しての受賞はありません。
●審査
主催者が委嘱する審査委員会において選考、決定します。
森林・林業総合情報誌「しまねの森林」（№29）平成24年10月
号の紙面に入選作品を掲載のうえ発表します。また、入賞者には
直接通知します。
●応募上の注意
◆人物を被写体とする場合は、応募に際しては必ず本人の承諾を得
て下さい。
◆入賞作品の版権は、主催者に帰属します。使用したフィルム（ポジ、
ネガ）、　画像データ（CD-Rなどのメディア）を後ほど提出してい
ただきますので保管をお願いします。
◆応募作品は原則として返却しません。ただし、返信用封筒（切手
貼付、宛名明記）を同封で応募のあった返却希望者には、審査終
了後返却します。
入賞作品は返却しません。

◆入賞作品は、「しまねの森林」ほかの広報に使用します。
◆入賞作品の広報にあたっては、氏名を公表します。
◆応募用紙に記載された個人情報は、入賞通知などの連絡にのみ使
用し、その他の目的では一切使用しません。

2012「しまねの森林」フォトコンテスト 応募用紙

住　　所 〒　　　－

Ｔ Ｅ Ｌ （　　　　）

氏　　名 （　　　）才

職業または学校名

撮影場所

撮影年月 平成　　　　年　　　　月　　　　日

作品タイトル

市 町 村

も　り

☆こちらの募集要綱は、島根県農林水産部林業課ＨＰから印刷できます☆　2012しまねの森林フォトコンテスト　 検索

2011「しまねの森林」フォトコンテスト最優秀作品

「受け継がれるいのち」（西村千代子）

NO.27 /2012.410



平成24年４月１日改訂版
上巻・下巻  2分冊 5,775円

新刊

サンケイの松くい虫防除資材
多目的使用（空中散布・地上散布）ができる

スミパイン®乳剤
頼れる松枯れ防止用散布剤

モリエート®SC
ナラ枯れ予防用樹幹注入剤

ウッドキング®SP

伐倒木用くん蒸処理剤

キルパー®40
伐倒駆除剤

パインサイド®S油剤D
樹幹注入剤

グリンガード®エイト
お問合わせは最寄りの県森連・森林組合へ

大阪市淀川区西中島4-5-1　TEL 06（6305）5871

出雲店 出雲市

しまねの森林N�.28は

７月末発行予定です！！
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現地フ ッラ シュ 林業普及
リポート

農林大
　　だより

発　行：「しまねの森林」発行委員会
　　　　島根県・島根県森林組合連合会・島根県林業改良普及協会・島根県森林土木協会
　　　　島根県緑化推進委員会・島根県林業公社・島根県木材協会・島根県猟友会
　　　　独立行政法人森林総合研究所森林農地整備センター松江水源林整備事務所
協　力：島根県農林水産部　林業課林政企画グループ
発行日：平成24年4月27日
ホームページアドレス：林 業 課　http://www.pref.shimane.lg.jp/ringyo/
　　　　　　　　　　　森林整備課　http://www.pref.shimane.lg.jp/shinrinseibi/

森林・林業総合情報誌

No.27
平成24年４月
通巻267号

広域 林業への第一歩
林業就業支援講習

●日時：平成24年2月6日㈪～3月2日㈮
●場所：大田市大田町
　　　　大田市森林組合

松江 くにびき松の
床替え作業状況

●日時：平成24年3月9日㈮
●場所：松江市東出雲町下意東野呂

雲南 伝統工法による
『室山農園研修棟』完成
●日時：平成24年3月
●場所：雲南市木次町

出雲 浜山を守ろう！
「第１１回浜山松苗植樹祭」開催
●日時：平成24年3月4日㈰
●場所：出雲市大社町

浜田
地域の木材利用見学ツアー開催
～山林散策・製材所や
地域材利用住宅の見学など～

●日時：平成24年3月3日㈯
●場所：浜田市田橋町　外

県央
ゼロ災を目指して
～林災防邑智地区協議会

安全パトロール～
●日時：平成24年2月17日㈮
●場所：邑智郡邑南町日和

益田 「私の青空　萩・石見空港・
高津川清流の森」植樹活動

●日時：平成24年3月10日㈯
　　　　8時30分～11時
●場所：益田市戸田町の海岸林　

隠岐 隠岐産材をふんだんに使用した
新隠岐病院竣工！

●日時：平成24年3月15日㈭
●場所：隠岐郡隠岐の島町

農林大 平成23年度 卒業証書授与式
卒業生の今後の活躍に期待！

●日時：平成24年3月15日㈭
●場所：大田市波根町
　　　　島根県立農林大学校

県庁林業課
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kentyou/

東部農林振興センター
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-matsue/

東部農林振興センター雲南事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kisuki/

東部農林振興センター出雲事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-izumo/

西部農林振興センター
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-hamada/

西部農林振興センター県央事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kawamoto/

西部農林振興センター益田事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-masuda_001/

隠岐支庁農林局
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-oki_001/

島根県立農林大学校林業科
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-nodai/


